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池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
七
）

（
１
）

尚
々
、
小
生
昨
日
一
ト
通
り
亀
助
君
二
申
シ
置
候
、
此
ノ
上
の
入
院

之
説
諭
等
ハ
、
甚
だ
御
迷
惑
ナ
ガ
ラ
、
賢
叔
様
に
て
宜
し
く
御
取
計

被
下
候
様
願
度
候

（
リ
ニ

拝
啓
、
陳
は
今
日
呉
君
二
面
会
致
、
相
尋
候
処
、
自
費
室
男
ノ
方
、
多

分
都
合
出
来
可
得
卜
申
シ
被
居
候
故
、
若
シ
愈
御
入
院
之
事
ニ
相
極
ま

り
候
は
ハ
、
小
生
呉
氏
二
手
紙
認
め
可
申
候
間
（
呉
氏
ニ
ハ
一
ヶ
月
二

一
度
位
、
会
合
ス
ル
丈
ケ
ニ
御
座
候
）
、
御
塾
の
書
生
に
て
も
、
明
日

朝
ナ
ラ
バ
宅
え
、
昼
前
後
な
ら
ば
病
院
迄
御
遣
ハ
シ
被
下
度
候
、
先
は

右
而
已
申
上
度
、
早
々
頓
首

一
月
廿
六
日
夕
入
沢
達
吉

池
田
御
叔
父
様侍

史

（
斎
藤
）

三

八

二
皿
明
治
年
一
月
二
十
六
日

入
沢
達
吉
の
書
簡
に
つ
い
て
（
そ
の
三
）

入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

池
田
文
書
研
究
会

拝
啓
、
陳
は
昨
日
は
拙
宅
え
御
尊
来
被
下
候
趣
に
御
座
候
処
、
小
生
不

在
中
に
て
失
礼
申
上
候
、
又
今
日
は
、
御
鄭
重
な
る
御
祝
物
御
恵
贈
被

下
、
難
有
御
礼
申
上
候
、
籾
唯
今
、
猪
山
殿
之
来
診
候
処
、
膀
胱
は
尿
、

淋
瀝
致
候
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
甚
シ
ク
流
満
ン
、
殆
ン
ド
膀
部
迄
達
セ
ル
児

頭
大
の
腫
瘍
ヲ
呈
シ
居
候
、
全
ク
房
の
三
目
画
冒
『
且
ｏ
愚
之
状
態
ト
存

（
力
）

候
二
付
、
拙
宅
二
持
合
せ
の
、
梢
や
不
完
全
な
る
淀
テ
ー
テ
ル
を
取
寄

せ
、
排
尿
セ
シ
メ
候
処
、
約
五
合
位
モ
出
デ
候
半
歌
卜
存
候
、
又
直
腸

モ
硬
便
ニ
テ
填
塞
致
居
候
故
、
指
ノ
達
ス
ル
処
マ
デ
ハ
掘
り
出
だ
し
申

候
、
明
方
二
精
神
ハ
昏
滕
之
為
、
僅
カ
ニ
、
前
記
の
処
置
致
居
候
中
二

（
力
）モ

、
僅
カ
ニ
苦
悶
ノ
声
を
発
七
シ
位
二
止
マ
リ
申
候
、
此
模
様
ニ
テ
ハ
、

一
昼
夜
一
’
二
回
位
ハ
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
て
排
尿
セ
シ
ム
ル
必
要
有
之

ト
存
候
故
、
明
日
秀
男
君
、
御
来
診
被
下
候
節
ニ
ハ
、
適
当
の
カ
テ
ー

テ
ル
御
用
意
被
下
度
候
、
（
石
炭
酸
油
、
ア
ル
コ
ホ
ル
、
其
他
も
御
携

（
３
）

帯
被
下
候
は
ハ
、
好
都
合
に
奉
存
候
）
、
明
日
小
生
、
呉
氏
に
巣
鴨
病

（
力
）

院
之
事
相
尋
ね
、
猶
時
日
を
要
し
候
様
二
候
は
ハ
、
過
日
申
上
候
田
端

ヘ

ワ
､二，

へ
１
－

／
、配

明
治
年
二
月
十
五
日

三
七
八
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

亀
助
君
…
…
謙
斎
の
妹
石
田
か
ず
の
息
、
猪
山
亀
助
。
達
吉

の
従
弟
。

呉
君
・
…
…
：
呉
秀
三
。
東
大
教
授
、
精
神
病
学
者
、
昭
和
七

年
没
。
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侍
史

型
明
治
年
十
月
十
三
日

（
斎
藤
）

四
一
八
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

（
１
）
胃
三
昌
四
ｇ
『
且
○
愚
・
・
白
円
冨
①
目
煙
冒
国
号
苗
奇
異
虚
血
。
（
１
）

芳
書
拝
見
仕
候
、
御
来
書
之
趣
敬
承
仕
候
、
掴
、
ベ
ル
ッ
、
ス
ク
リ
バ

（
２
）
カ
テ
ー
テ
ル
・
…
・
・
管
状
医
療
器
械
。
導
尿
管
。

両
氏
銅
像
建
設
之
挙
ハ
、
幸
二
世
ノ
賛
成
を
得
、
〆
切
前
二
既
二
予
定

（
３
）
巣
鴨
病
院
：
．
：
東
京
府
巣
鴨
病
院
。
医
長
呉
秀
三
。
現
東
京

額
以
上
之
出
金
申
込
有
之
候
事
、
今
更
他
へ
御
勧
誘
申
上
必
要
は
無
御

都
立
松
沢
病
院
の
前
身
。

座
候
得
共
、
是
レ
モ
医
者
社
会
之
一
種
の
附
キ
合
ノ
性
質
ヲ
モ
帯
ビ
居

（
４
）
敏
太
君
．
…
・
謙
斎
弟
茂
の
息
。
達
吉
従
弟
。

候
次
第
に
て
、
且
シ
御
令
嗣
も
医
者
ト
ナ
ラ
レ
候
事
ニ
モ
有
之
、
又
特

一
一
、
宮
内
省
方
御
下
賜
金
も
可
有
之
哉
二
洩
レ
承
り
候
事
に
御
座
候
、

お
明
治
年
二
月
十
六
日

秀
た
金
額
の
多
少
ハ
論
ゼ
ズ
候
へ
共
、
此
際
幾
分
に
て
も
、
御
醜
金
被

三
八
九
入
沢
達
吉
池
田
謙
斎

遊
候
方
、
御
穏
当
ナ
ラ
ン
ヵ
ト
心
附
き
候
侭
、
不
顧
失
敬
、
是
レ
ハ
小

生
ノ
婆
心
に
て
、
為
貴
家
御
反
省
を
請
ひ
度
候
為
、
申
上
候
義
に
御
座

・
火

（
１
）

口
啓
、
陳
は
呉
氏
、
小
松
宮
殿
下
之
方
へ
伺
ハ
レ
、
今
日
ハ
不
在
に
候
、
御
取
捨
ハ
執
レ
ニ
致
候
も
、
他
意
ナ
キ
次
第
に
御
座
候
間
、
不
悪

欠
欠

て
、
面
会
仕
謙
候
、
然
し
猪
山
殿
ハ
最
早
既
二
、
執
し
ノ
病
院
心
ロ
ト
御
賢
諒
被
下
度
、
先
は
右
重
て
得
貴
意
度
、
如
此
早
々
頓
首

モ
、
入
院
の
時
期
ハ
過
ぎ
去
リ
タ
ル
如
く
被
思
候
か
、
御
高
見
口
如
何
十
月
十
三
日
夕
入
沢
達
吉

｛
力
）

二
被
為
在
候
哉
、
先
は
右
而
已
、
出
先
占
一
寸
申
上
度
、
早
々
頓
首
池
田
御
叔
父
様

へ
入
院
之
事
、
可
然
存
候
、
（
丁
度
一
昨
夜
、
今
町
方
参
り
候
一
精
神

病
者
ア
リ
、
右
ハ
今
日
田
端
病
院
え
、
呉
氏
ノ
紹
介
に
て
入
院
致
候
、

（
４
）
（
力
）

敏
大
君
御
関
係
ノ
患
者
に
て
、
同
君
多
分
今
日
、
ソ
ノ
為
メ
田
端
へ
被

（
力
｝

参
候
事
卜
存
候
）
、
小
生
明
日
ハ
、
夜
遅
く
帰
宅
ノ
事
二
可
相
成
存
候
、

右
二
付
、
若
シ
秀
男
君
御
差
支
二
候
は
ハ
、
福
井
君
二
て
も
排
尿
の
事

御
命
じ
置
被
下
度
、
相
願
候
、
先
は
右
不
取
敢
申
上
度
、
草
々
頓
首

二
月
十
五
日
夜
七
時
入
沢
達
吉

二
月
十
五
日

池
田
御
叔
父
様

（
１
）
小
松
宮
殿
下
…
…
彰
仁
親
王
（
伏
見
宮
邦
家
親
王
第
八
男
子

明
治
三
十
六
年
二
月
莞
）
か
。

二
月
十
六
日
入
沢
達
吉

池
田
御
叔
父
様

（
斎
藤
）
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御
用
心
祈
上
候
也

尚
々
秀
男
様
其
後
如
何
被
在
候
哉
、
不
順
の
時
候
二
御
坐
候
故
、
繰
々

拝
啓
陳
は
、
来
廿
五
日
御
法
会
御
招
待
を
辱
ふ
し
、
難
有
奉
存
候
、
同

日
両
人
御
推
参
可
汚
席
末
奉
存
候
、
先
は
右
御
答
ま
で
申
上
度
如
此
、

草
々
頓
首九

月
廿
一
日

入
沢
達
吉

同
節
子

池
田
御
叔
父
様

（
１
）
ベ
ル
ッ
・
ス
ク
リ
バ
両
氏
銅
像
建
設
・
…
：
明
治
四
十
年
四
月

建
立
。

お
大
正
年
九
月
二
十
一
日

一
二
三
九
入
沢
達
吉
池
田
御
叔
父

侍
史

配
大
正
七
年
四
月
十
九
日

（
斎
藤
）

四
一
六
入
澤
達
吉
池
田
秀
男

（
斎
藤
）

（
’
１
）

（
１
）

（
封
筒
）
相
州
鎌
倉
町
長
谷
新
宿
池
田
秀
男
様

拝
啓
、
小
田
原
よ
り
の
御
書
状
拝
見
致
候
、
小
生
ハ
新
潟
へ
参
居
候
為
、

帰
京
致
し
御
書
状
拝
見
、
早
速
駿
河
臺
へ
参
候
処
、
御
令
閨
に
は
既
二

小
田
原
御
出
立
の
後
に
て
不
得
拝
眉
候
が
、
鴇
乏
の
問
題
な
ら
ば
如
何

様
に
も
ナ
リ
候
故
、
小
田
原
が
よ
ろ
し
く
ぱ
永
ク
滞
留
を
御
す
し
め
致

さ
ん
卜
思
候
次
第
ナ
リ
、
然
し
モ
ハ
ャ
鎌
倉
ニ
御
移
り
二
相
成
候
事
二

相
成
候
は
ハ
ソ
レ
に
て
も
よ
ろ
し
く
候
故
、
可
相
成
永
く
ユ
ル
ノ
、
御

（
２
）

養
生
の
程
祈
上
候
、
○
小
生
一
昨
日
大
森
へ
参
上
致
候
、
先
日
一
一
比
し

多
少
御
扶
方
に
御
見
受
申
候
歌
、
何
時
何
が
起
こ
る
や
予
期
難
致
候
、

貴
君
ハ
免
二
角
充
分
御
保
養
相
成
、
全
然
無
理
ト
相
成
候
上
ハ
、
可
相

口
の

成
静
養
ノ
事
宜
し
く
ト
存
候
、
折
角
御
自
愛
專
一
祈
上
候
、
草
々
頓
首

七
年

四
月
十
九
日
入
澤
達
吉

池
田
秀
男
様

貴
下

（
田
中
）

〆へ

2
、一

相
州
鎌
倉
町
長
谷
新
宿
．

七
年
ま
で
鎌
倉
に
滞
在
。

大
森
…
…
謙
斎
別
宅
。

秀
男
は
明
治
三
十
五
年
～
大
正
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前
略
、
目
下
上
野
の
科
学
博
物
館
に
開
催
中
の
シ
ー
ボ
ル
ト
展
覧
会
一
一

（
１
）

ハ
、
い
る
ｊ
、
の
出
品
ア
リ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
甸
豐
目
国
司
冒
国
の
Ｒ

沢
山
あ
り
候
が
、
殊
に
同
人
の
再
渡
来
の
時
の
文
久
元
年
の
日
記
（
今

ハ
開
会
中
手
ニ
ト
リ
テ
見
ル
訳
ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
ガ
ー
後
日
ハ
其
便
ア

ル
ベ
シ
）
九
月
廿
七
日
ノ
部
、
貴
君
ノ
御
曽
祖
父
玄
仲
翁
（
当
時
多
仲

卜
称
セ
ラ
ル
）
「
シ
」
を
往
訪
ノ
記
事
ア
リ
候
、

（
欄
外
註
）
三
階
ノ
隅
ノ
棚
ノ
中
ニ
ア
リ

外
二
其
棚
ノ
ー
す
ミ
多
仲
翁
ノ
「
名
刺
」
ノ
写
真
も
ア
リ
候
、
外
二
大

学
二
「
ド
イ
ツ
」
カ
ラ
参
り
候
分
ハ
資
料
中
に
も
別
に
「
名
刺
」
が
一

枚
ア
リ
候
、
右
一
度
御
覧
も
可
然
（
廿
九
日
迄
）
卜
存
じ
申
上
候
、

↑
早
々

十
、
四
、
二
五

池
田
真
次
郎
様
入
沢
達
吉

（
封
筒
表
）

池
田
真
次
郎
様

（
封
筒
裏
）

一
塁
泉
市
外
、
杉
並
町
田
端
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○
二
七
番
）
入
沢
達
吉

（
１
）
野
匡
目
里
国
○
国
や
．
…
・
甸
豐
冒
苛
冒
昌
８
（
「
日
本
動
物
誌
」
）

四
一
一
入
沢
達
吉
池
田
真
次
郎

訂
昭
和
十
年
四
月
二
十
五
日

拝
啓
、
愈
御
清
適
奉
賀
候
、
陳
は
小
生
の
親
戚
男
爵
池
田
真
次
郎
と
申

候
者
（
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
居
住
）
其
所
有
に
係
る
世
襲
財
産
及
其

他
の
土
地
之
管
理
に
関
し
、
貴
会
社
え
御
願
度
御
紹
介
申
出
候
問
宜
布

御
配
慮
之
義
願
上
候
、
右
ハ
既
に
其
友
人
な
る
貴
社
員
大
迫
氏
に
一

応
御
話
申
参
候
由
に
御
坐
候
、
今
迄
は
差
配
人
を
雇
置
候
も
都
合
有
之
、

今
後
貴
会
社
に
御
管
理
御
願
致
度
、
申
出
候
次
第
に
御
坐
候
、
委
細
直

接
本
人
方
御
聞
取
被
下
度
相
願
勿
々
不
一

昭
和
十
一
年
十
二
月
九
日
入
沢
達
吉

三
井
信
託
株
式
会
社
不
動
産
部

遠
藤
参
夫
殿

（
封
筒
表
）

（
力
）

日
比
谷
、
三
信
ビ
ル
内
、
三
井
信
託
株
式
会
社
不
動
産
部
に
て
遠

藤
参
夫
殿
侍
史
池
田
真
次
郎
君
持
参

（
封
筒
裏
）

東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
番
地
入
沢
達
吉
四
谷
（
妬
）

一
○
二
七
番

躯
昭
和
十
一
年
十
二
月
九
日

一
二
四
三
入
沢
達
吉
遠
藤
参
夫

と
国
○
局
己
ｇ
ｏ
ヨ
８
（
「
日
本
植
物
誌
』
）

侍
史

（
斎
藤
）
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コ
セ
キ

拝
啓
、
小
池
氏
番
地
如
左
御
坐
候
、
安
藤
氏
点
委
細
の
戸
籍
を
参
上
候
、

令
嬢
ハ
東
京
府
第
二
高
等
女
学
校
出
身
の
由
御
坐
候
、
先
ハ
右
申
上
候

事
ニ
テ
小
生
今
晩
方
旅
行
致
し
候

四
昭
和
年
一
月
二
十
二
日

四
一
三
入
澤
達
吉
池
田
房
子

知
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
五
日

三
八
八
入
沢
達
吉
池
田
房
子

（
封
筒
表
）

（
１
）

（
１
）

（
封
筒
表
）
池
田
房
子
様
人
々

（
封
筒
裏
二
塁
泉
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
番
地
入
澤
達
吉
四
谷

（
妬
）
一
○
二
七
番

一
月
廿
二
日
入
澤

池
田
様

池
田
房
子
．
…
：
秀
男
妻
、
沖
宋
固
長
女
。

（
田
中
）

拝
啓
、
陳
者
今
朝
私
の
知
合
の
旧
華
族
の
弟
か
ら
、
或
る
新
華
族
の
娘

口
上

先
日
の
卒
業
証
書
ハ
大
森
に
も
無
之
候
、
又
雑
誌
社
か
ら
謙
斎
先
生
の

御
写
真
を
借
り
に
参
り
候
、
小
生
方
に
あ
り
候
モ
ノ
引
越
し
に
て
唯
今

一
寸
い
づ
れ
に
か
ま
ぎ
れ
込
み
候
」
一
両
日
中
に
貴
宅
の
も
の
拝
借
致

度
候
間
、
宜
く
奉
願
度
、

十
二
、
二
、
二
五
入
沢
達
吉

池
田
房
子
様

弧
昭
和
十
二
年
六
月
八
日

一
二
四
五
入
沢
達
吉
池
田
房
子
。

池
田
房
子
様

（
封
筒
裏
）

東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
番
地
入
沢
達
吉
四
谷

（
妬
）
一
○
二
七
番

（
封
筒
表
）

池
田
房
子
様
親
展
上
置

（
封
筒
裏
）

ニ
シ
タ
マ
チ

東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○
二
七
番
）

入
沢
達
吉

（
斎
藤
）
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（
註
）
余
白
に

残
五
○
・
四
六
現
金

一
六
三
・
二
二
支
出

一
三
五
七
一

一
○
○
不
足
一

二
三
五

を
池
田
家
に
如
何
か
、
是
れ
を
尋
ヌ
ル
為
、
明
朝
宅
へ
参
ら
れ
候
事
に

相
成
候
、
〈
欄
外
註
、
ソ
ノ
名
モ
申
シ
候
、
小
生
も
知
り
居
る
有
名
の

人
に
て
候
）
就
て
は
ヨ
ク
聞
い
て
見
な
け
れ
ば
ワ
カ
ラ
ズ
候
も
、
兎
二

角
原
氏
の
方
、
少
し
、
ソ
ノ
マ
、
に
致
し
置
か
れ
候
事
宜
し
ク
ト
存
候
、

執
れ
（
明
日
可
申
上
候
」
、
其
人
は
明
日
昼
頃
参
ら
れ
候
は
づ
）

十
二
年
六
月
八
日
入
沢
達
吉

二
、
ン
タ
マ
チ

（
封
筒
裏
）
東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○

二
七
番
）
入
澤
達
吉

蛇
昭
和
十
二
年
七
月
一

四
一
四
入
澤
達
吉

十
二
年
六

池
田
房
子
様

八
八
残
る
べ
き

二
・
四
二
也

一
十
九
日

池
田
房
子

（
Ｉ
）瀬

戸
孝
子

（
斎
藤
）

拝
啓
陳
は
昨
日
瀬
戸
氏
と
面
会
致
し
ま
し
た
、
今
朝
返
事
が
あ
り
ま

し
て
来
ル
八
月
一
日
日
曜
日
午
後
に
会
見
の
事
に
き
め
ま
し
た
、
午
後

三
、
四
時
頃
と
い
た
し
ま
し
た
、
場
所
ハ
上
野
楕
養
軒
に
て
お
茶
が
よ

ろ
し
い
と
思
い
ま
す
、
い
か
讃
で
ご
ざ
り
ま
す
、
も
う
一
つ
別
の
事
御

返
事
願
い
ま
す
、
先
日
瀬
戸
氏
の
時
三
日
で
調
が
で
き
た
興
信
所
ハ
ド

チ
ラ
で
ゴ
ザ
リ
マ
ス
か
（
内
尾
ト
云
ふ
の
が
二
軒
あ
り
ま
す
が
、
別
紙

の
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
カ
、
そ
れ
と
も
別
の
方
で
あ
り
ま
す
か
、
御
返
事

願
ひ
、
先
ハ
右
申
上
候
、
草
々

十
二
、
七
、
二
九
正
后
入
澤
達
吉

池
田
房
子
様

（
２
）

尚
、
常
子
も
今
晩
か
明
朝
帰
り
ま
す

へ〆一、

21
…、－〆

､､､､､

家性趣本身
族質味春体瀬

戸
孝
子
・
…
・
・
真
次
郎
（
秀
男
次
男
）
の
妻
。

常
子
…
．
：
達
吉
妻
。

壮
健
（
身
長
五
尺
一
寸
）

自
由
学
園
高
等
科
卒
業

ピ
ア
ノ

快
活

両
親
妹
三
人
弟
二
人

大
正
六
年
八
月
廿
日
生
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拝
啓
、
其
後
冑
之
方
如
何
に
候
哉
、
折
角
御
養
生
祈
上
候
」
真
次
郎
君

の
方
ハ
異
議
無
い
と
ま
で
き
鼻
ま
し
た
が
、
先
方
の
返
事
ハ
い
か
愛
に

ニ
ィ
ガ
タ

や
、
○
新
潟
県
知
事
か
ら
た
の
ま
れ
九
月
廿
日
後
に
新
潟
で
二
、
三
回
、

（
凶
）

明
治
天
皇
が
北
越
御
巡
幸
六
十
年
の
記
念
講
莚
を
た
の
ま
れ
ま
し
た
、

ソ
コ
デ
御
宅
に
明
治
天
皇
か
ら
御
頂
戴
ノ
御
品
（
一
番
よ
ろ
し
い
の
は

モ
チ
イ

明
治
天
皇
が
御
用
二
な
っ
た
御
品
Ⅱ
或
ハ
頂
戴
の
か
け
も
の
等
に
て
も

よ
ろ
し
）
御
坐
候
は
ヌ
演
説
ノ
時
見
せ
る
為
、
二
、
三
日
拝
借
イ
タ
シ

度
く
候
、
新
潟
県
知
事
へ
返
事
ノ
都
合
御
坐
候
故
、
一
寸
此
地
ま
で
御

（
欠
｝

返
事
被
下
度
願
候
、
先
ハ
右
御
願
迄
申
上
度
、

十
二
年
八
月
十
二
日

赤
倉
に
て
入
沢
達
吉

池
田
房
子
様
人
々

（
封
筒
裏
）

（
１
）

新
潟
県
赤
倉
温
泉

羽
昭
和
十
二
年
八
月
十
二
日

一
二
四
一
入
沢
達
吉
池
田
房
子

弧
昭
和
十
二
年
八
月
二
十
一
日

（
封
筒
表
）

東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
三
一
池
田
真
次
郎
様
御
内
一
一
一
四
四
入
沢
達
吉
池
田
真
次
郎

池
田
房
子
様

入
沢
達
吉

（
斎
藤
）

（
１
）

拝
啓
、
御
葬
儀
無
滞
相
済
み
安
堵
致
候
、
小
生
之
為
め
に
会
葬
し
て
呉

れ
候
人
も
あ
り
候
故
Ⅱ
小
生
昨
日
十
一
時
三
十
分
６
大
学
に
用
事
あ
り

候
為
中
途
二
て
帰
り
候
Ⅱ
会
葬
者
名
簿
一
覧
致
度
候
処
、
明
日
赤
倉
二

集
会
あ
り
候
為
、
今
朝
出
発
帰
山
致
候
、
執
れ
月
末
又
ハ
九
月
初
帰
京

の
上
、
右
名
簿
拝
見
致
度
候
、
言
外
は
常
子
方
可
申
上
候
、
勿
々

十
二
、
八
月
二
十
一
日
朝

入
沢
達
吉

池
田
真
次
郎
様

（
封
筒
表
）

池
田
真
次
郎
様
八
月
二
十
一
日

（
封
筒
裏
）

二
、
ン
タ
マ
チ

東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○
二
七
番
）

入
沢
達
吉

へ幹一、

21
ーず、－稗

（
１
）
御
葬
儀
．
：
…
昭
和
十
二
年
八
月
房
子
（
真
次
郎
の
母
）
死
亡
。

赤
倉
温
泉
．
…
：
赤
倉
の
別
荘
（
伽
羅
山
荘
）
。

北
越
御
巡
幸
…
…
明
治
十
一
年
秋
の
北
陸
・
東
海
巡
幸
。奎

扇
藤
）
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（
１
）

拝
啓
、
陳
は
曽
て
地
震
前
に
駿
河
台
之
貴
家
の
書
棚
に
て
謙
齋
先
生
明

治
初
年
の
ド
ク
ト
ル
学
位
論
文
発
見
致
候
（
厚
い
赤
表
紙
の
薄
い
ド
イ

ツ
文
の
論
文
）

ド
イ
ツ
に
於
ケ
ル
日
本
人
ノ
最
初
の
論
文
と
存
候

是
は
大
切
に
金
庫
に
入
レ
テ
置
カ
レ
度
シ
と
御
尊
母
様
に
申
上
候
事
有

之
候
、
然
る
に
其
後
荻
窪
ニ
テ
一
度
御
尋
致
シ
タ
ル
処
Ⅱ
シ
マ
ッ
テ
ァ

ル
ト
御
話
し
あ
り
し
や
に
記
憶
致
候
Ⅱ
右
一
覧
致
度
候
間
近
日
中
に
御

ひ
ま
之
節
土
蔵
に
て
も
御
サ
ガ
し
被
下
度

今
日
方
日
独
展
覧
会
初
マ
リ
思
ひ
出
し
候

又
弊
屋
の
儀
、
買
主
之
方
よ
り
都
合
あ
り
、
世
間
へ
は
当
方
借
リ
テ
居

る
と
云
ふ
事
に
し
て
呉
れ
と
申
し
被
来
候
故
（
売
買
ハ
成
立
ス
ル
モ
登

記
セ
ず
）
ソ
ノ
御
含
み
御
願
候
、
先
ハ
右
申
上
度
、

十
二
、
十
一
月
十
一
日
夜入

澤
達
吉

三
八
四
入
澤
達
吉
池
田
真
次
郎

弱
昭
和
十
二
年
十
一
月
十
一
日

（
封
筒
表
）
池
田
真
次
郎
様
上
置

（
封
筒
裏
）
東
京
都
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○

二
七
番
）
入
澤
達
吉

池
田
真
次
郎
様

（
斎
藤
）

前
略
、
陳
は
今
日
よ
り
丁
度
五
十
年
前
之
官
報
に
て
発
表
セ
ラ
レ
候
帝

国
憲
法
、
先
日
之
葛
篭
之
中
に
発
見
致
候
に
付
今
朝
御
届
申
候
、
終
り

（
１
）

に
御
祖
父
様
之
御
手
記
有
之
候
、
小
生
も
所
持
致
居
候
も
焼
失
致
候
、

却
説
、
古
尺
犢
整
理
ハ
今
月
方
雇
入
候
執
事
と
共
に
毎
日
ポ
ッ
ノ
ー
致

居
候
、
却
々
厄
介
に
て
多
少
時
日
を
要
し
候
間
暫
く
御
猶
予
被
下
度
候
、

併
し
其
代
り
小
生
に
取
り
て
は
金
銀
珠
玉
に
も
代
へ
が
た
き
珍
品
を
見

出
し
申
候
故
、
興
味
を
以
て
従
事
致
居
候
、
い
づ
れ
完
済
之
上
緩
々
御

出
を
請
ひ
説
明
申
上
度
存
候
、
先
は
右
申
上
度
、
孝
子
様
へ
も
宜
布
相

願
候
、
勿
々

昭
和
十
三
年

二
月
十
一
日
朝
入
澤
達
吉

池
田
眞
次
郎
殿

（
封
筒
表
）
池
田
眞
次
郎
殿
上
置

ニ
シ
タ
マ
チ

（
封
筒
裏
）
東
京
都
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
（
電
話
四
谷
一
○

二
七
番
）
入
澤
達
吉

死
昭
和
十
三
年
二
月
十
一
日

四
一
一
一
入
澤
達
吉
池
田
眞
次
郎

（
１
）
地
震
…
…
関
東
大
地
震
（
大
正
十
二
年
九
月
一
日
）
。

尚
々
五
十
年
の
今
日
ハ
、
小
生
新
宿
学
士
と
し
て
大
学
の
宿
間
に
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拝
啓
、
陳
者
水
谷
八
重
子
の
芝
居
に
御
両
処
を
御
招
待
申
上
度
候
間
、

左
記
両
日
之
内
御
都
合
よ
ろ
し
き
日
御
洩
し
被
下
度
候
、

昼
興
行
夜
興
行

（
マ
チ
ネ
）
五
時
半
方

明
廿
一
日
（
祭
日
）
（
マ
チ
ネ
）
五
時
半
占

私
ハ
昼
興
行
を
望
み
候
も
、
札
が
ト
レ
ナ
ヶ
レ
バ
や
は
り
夜
興
行
よ
り

外
致
し
方
ナ
シ
、
先
ハ
右
申
上
候
、
草
々

廿
日
（
日
）
Ⅱ

刃
昭
和
十
三
年
三
月
十
六
日

四
一
五
入
澤
達
吉
池
田
眞
次
郎
・
同
孝
子

（
１
）

（
封
筒
表
）
池
田
眞
次
郎
様
、
明
朝
返
事
、
廿
日
夜
の
部

ニ
シ
タ
マ
チ

（
封
筒
裏
）
東
京
市
杉
並
区
西
田
町
一
丁
目
七
四
三
電
話
四
谷
一
○

二
七
番
）
入
澤
達
吉

居
り
、
夕
方
よ
り
炬
火
行
列
（
ホ
ン
ト
ウ
の
た
い
ま
つ
行
列
Ⅱ
日

本
の
家
屋
木
造
に
て
あ
ぶ
な
き
為
め
、
此
ノ
ー
回
限
り
に
て
止
メ

に
な
り
、
且
以
後
ハ
提
灯
行
列
に
代
り
相
成
候
）
に
加
は
り
し
事

に
な
り
、
且
以

思
ひ
出
し
候
也

御
祖
父
様
…
…
謙
斎
。

昼
興
行

正
午
よ
り

（
田
中
）

十
三
、
三
、
十
六
日
朝
入
澤
達
吉

池
田
眞
次
郎
様

同
孝
子
様

（
田
中
）


